




通常, 心理学で使用されるグラフには Figure 1.
や Figure 2. に示されるような棒グラフや折れ線グ
ラフなどが使用される｡ その他に, 円グラフなども
ある｡ これらのグラフの多くは, Excel のグラフ作
成機能を使用することで比較的簡単に作成できる｡
例えば, Figure 1. の場合, 1, 2, 3 とデータを入力












がある｡ Excel におけるグラフ作成は, 実際に演習
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Study of learning effect of time to learn how to create a vertical graph, such as the SD-profile in
psychology report
SHIGEMURA, Masayuki (Chukyo University)
A first-year psychology student was shown how to use to create a vertical type graph, such as the SD-
profile. The student also learned to construct vertical-type chart markers. This method of instruction
proved successful in teaching the student how to create a vertical graph. Consequently, a sufficient learn-
ing effect was demonstrated.
Key words: SD profile, vertical graph, vertical chart markers



































DeltaGraph や IGOR Pro など) を用いなくても縦
型グラフが作成できることとなる｡ また, 手作業で
グラフ (Figure 3.) を作成する必要もない｡ その
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Figure 3. 7 件法で求めた結果例 (平均値)

































ている｡ 本論文が, 縦型グラフの作成により, より
良い研究結果が示せることの一助となることを期待
したい｡
なお, 本論文では Excel は 2013 版以降を使用し
てグラフを作成している (2010 版でも可能)｡
2 縦型グラフ作成の仕方
SD 法で使われるプロフィール (SD-profile) を
Excel グラフで, 作成する方法について述べる｡
Figure 3. に示しているグラフは, 大きく 2 つの
部分から成り立っている｡ 1 つは, 枠の部分
(Figure 4. 参照 以下, 枠と略す) で, 他の 1 つ
は, 縦グラフの部分 (Figure 5. 参照 以下, 縦グ
ラフと略す) である｡
Figure 3. のグラフは, Figure 4. のグラフと
Figure 5. グラフとを合成し, 軸を非表示にし, グ
ラフタイトルを作成したものである｡ これらのグラ
フは, 散布図を使用して作成することが基本である｡
Figure 3. のグラフは, 7 件法の場合の結果を示
したが, 以下では, 通常良く使用される 5件法の場
合を例にして縦型グラフの作成方法を実際に示す｡
2-1 Figure 4. に示すような枠の作成方法




Excel では, X軸のことを横 (項目) 軸といい,
Y 軸のことを縦 (値) 軸と記述されているが, こ
こでは, 数学で使用されている用語 (横軸を X軸
とし, X 軸または Xと略し, 縦軸を Y軸とし, Y
軸またはYと略す) を使用する｡
2-1-2 枠作成の基本的な手順
Figure 6. は, Table 1. のデータを元に, 散布図
(直線とマーカー) でグラフを作成した結果である
(マーカーは●で作成されている)｡
Figure 6. は, 項目が 3 つの場合で作成されてい
る｡ 5 件法なので, X の値は, 1 から 5 になる｡ Y
の値は, 項目の数により決定される｡ Figure 6. で
は, 上から 3, 2, 1 となる｡ なお, Table 1. のデー





1つの線を引き, 次に, Yの値を 1つ減らしたもの
で次の線を引くようにし, 必要な回数線を引けば,
必要な枠ができる (今回, 上下の幅を 1と仮定して
いる)｡ グラフは上から下方向へ作成する｡
線を 1 つずつグラフに描いていく方法は, 1 本目
の横線用のデータを選択し,《挿入》リボンタブを選
択し,《グラフ》グループにある《散布図》の直線と
マーカーを選択する｡ データは, Xの値を (1, 2, 3,





X 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5
Y 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1







ので《系列 Xの値 (X)》と表示されている所に 2
本目のデータのXの値 (1, 2, 3, 4, 5) を指定する｡
次に,《系列 Y の値 (Y)》と表示されている所
にデータYの値 (例えば 2, 2, 2, 2, 2) を指定する｡
その際, ＝{1} を消さないと, エラーが発生するの






Figure 4. のような枠を 1 回で作成する為には,
Table 1. に示すように, 必要な数だけデータを横に












の選択を () とし, 種類から適切なマーカーを選
択する｡
今回は, マーカーとして ｢┃｣ が必要だが,
Excel の組み込みの種類の中には存在しない｡ 従っ
て, マーカー ｢┃｣ を画像として作成する｡ 作成し





れるので, そこから, ファイル名 ｢縦｣ を選択する｡






作成するには, X の値と Yの値を考慮して作成す
る (Table 2. 参照)｡
ここで, X の値は, 得られたデータで, Y の値
は, 上から下へ (3, 2, 1) となるように作成する｡
通常, 上から下へとデータが並ぶようにする為であ
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Table 2. プロット用データ例
X 3 2 4
Y 3 2 1













0 2 4 6
Figure 8. Table 2. のみをプロットした結果
る｡ 1 番目だから, Y＝1 とすると, 一番下に, プ
ロットされるので注意が必要である｡ 枠の横線が,
n 本ある場合は, n＋1 から 1 を引いた値を Yの値
にするように表を作成する｡
Table 2. のみをプロットした結果を Figure 8. に
示す｡ これは, 最初の項目の値が 3で, 次が 2で,
最後の 3番目が 1のデータをプロットしたものある｡
ここで, X と Y を逆にすると縦型グラフにならな
いので注意が必要である｡
Figure 7. と Figure 8. を合成した結果を Figure






Figure 10. に最終形のグラフを示し, Figure 9.
を変形するポイントを述べる｡
グラフの X軸については, 軸のオプションの境
界値を最小値 1.0 に最大値を 5.0 に変更し, 単位の




《軸の下／左》に設定する｡ 次に, Y 軸について
は, 軸のオプションを最小値 1.0 に最大値を 3.0










また, Figure 10. のようなグラフを作成する際
に, 通常の折れ線グラフではなく, 散布図を使用す








タ (Table 1. と Table 2. に相当するもの) をすべ
て用意しそれらに対する出来上がり見本 (Figure













Figure 9. Table 1. と Table 2. から作成した結果 Figure 10. Figure 9. のグラフを変更した結果
今回用いた, 出来上がり見本と比較しながらグラ










3 縦 (┃) マーカーの作成方法
(┃) マーカー作成のために, Word とWindows
アクセサリを使用する｡







なるように, 文字を選択する｡ ｢┃｣ 文字を選択
し, 挿入をクリックする｡ その他の (┣ ━ ╋
━ ┫) 文字はWord や Excel で枠を作成する際
に使用できる｡





し, ┃ の部分を切り抜き, ファイル名：縦 .jpg
で保存する｡
4 . 縦 .jpg をグラフで使用できる形状に変更する｡
その為に,《Windows アクセサリ》にある《ペ
イント》を使用する｡《ペイント》ソフトにファ
イル (縦 .jpg) を読み込んだら,《表示》タブの
拡大を使用して最大にする｡《グリッド線》にチェッ
クを入れ ｢黒の線｣ 幅が縦 1本になるように修正
する｡ ステータスバーに大きさが表示されるので,
1×(13～18) になるようにした後, 上書き保存する｡
















今回は, 通常の Excel グラフ (普通の折れ線グラ
フ) では作成が困難な SD法や質問紙等の結果を表
示するために, 縦型のグラフの作成方法を示し, マー
カーとして, 文字としての ｢┃｣ を図に変化する方
法を示した｡
Excel で作成したグラフは, Word に貼り付けて
使用する｡ その際, 貼り付け方として, 図として貼
り付ける場合と Microsoft グラフオブジェクト又
は, Microsoft Excel グラフオブジェクトとして貼
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Figure 11. 罫線文字を使用した例





成していないものは, Figure 9. のところで課題の
作成が止まっている者が多かった｡ ただ, グラフタ
イトルはできていた｡ このことから, おおむね, 縦
型グラフの作成技能が習得されたと推察される｡






















単に Excel が使用できる程度のレベルではなく, 体
系的な知識を持ち, データに対する十分な知識を持っ
ていることが必要である｡
Web で公開されている Excel で SD 法の結果
(SD-profile) を作成する方法 (以下Web法と略す)
は, 1 種類ある (社会情報サービス統計調査研究室,
2007)｡ その方法は, 散布図または折れ線グラフに
通常通り, 横向きに作成し, 得られたデータを計算





を作成する方法も開発している｡ Figure 12. に示
すように横向き (以下横向き法と略す) であるので,
縦向きに変更する｡
Figure 12. に示す状態は, 最終段階ではなく,
Figure 9. と同じ段階である｡ 不要な部分を取り除
き, グラフを完成させる必要がある｡ その後, グラ
フをコピーし, それを図としてWord に貼り付け,
右に 90 度回転させる方法である｡
この方法では, 修正が発生するたびに, Excel を
開き修正し, また, 図としてWord に貼り付ける
作業が必要となる｡
また, グラフに文字を含んだまま図に変換して




それに対し, 今回の方法 (縦向き法と言う) は,
縦型マーカーを作成する点を除き, 操作が簡単になっ







Figure 12. 平均値と個人の結果 Figure 13. Figure 12. を図として貼り付けた結果
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Table 3. 3 つの方法の比較結果
Web 法 横向き法 縦向き法
グラフ作成
データの変形
必要 不要 不要
グラフ作成の
為の工程数
多い 少ない 少ない
グラフに┃マーカー
が入れられるか
不可 可 可
文字の拡大縮小が
起こるか
起こらない 起こる 起こらない
グラフ作成後の
修正の困難度
困難 困難 安易
